
















（ホウノキの実（2016 年 8 月撮影）
（ホウノキ（2017 年 6 月撮影）
朴木山の教材開発その２
－豊かな植生を生かす活動を－
Teaching material development of Park Miyama Part 2
－ Activities that utilize rich vegetation －
キーワード：朴木山　ホウノキ、樹木、草木、学生の活動









































　　自然探索　　10:00 ～ 11:30 
　　朴木山発　　12:00
　　大学着　　　12:30




















2017 年 2017 年 6 月 3 日理科教材研究「朴木山の樹木調査」実施報告
１　日時：　2017 年 6 月 3 日大学発 9 時朴木山着 9:30
２　参加者：理科教材研究受講学生 22 名　森の広場 NPO 法人の鈴田則文氏　総務課竹山
光二氏　
理科教材研究担当小石川
３　活動：　10 時から 11 時 15 分（5 グループに分かれ 5 つのコースをそれぞれ探索）
西コース、東コース、中央コース、西自然道コース、東自然道コース
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学生レポート４･･･多様な感想。体感できる魅力 
 













　下記の写真は 2016 年 3 月から 2017 年 6 月に撮影したものである（道ばたに咲く植物）。
　四季折々の植物は、自然の豊かさを教えてくれる。
散策して発見する魅力もあるが、同時に時期をずらし
ながら散策することで（同じ場所を複数回散策）植物
の変化に気がつく。花が咲けば種子ができることを散
策を通して学ぶことができる。そんなヒントがこの朴
木山にある。
①カタクリの魅力
　3 月末から咲き始めるカタクリの群落に出会える。
中央コースの途中である。学生にカタクリの写真を見
せたが、ほとんどの学生は初めて見たという。カタク
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リという名前から片栗粉を思い起こすのは毎年の反応である。片栗粉の材料が何であるの
かはあまり知らないようだ。片栗粉の起源がこのカタクリの球根であることはほとんど知
らない。
　左の写真はカタクリを掘り出したて球根である。地中深いと
ころで見つけることができる。
　また、時期をずらすとカタクリの子房が育った様子を実ける
ことができる。
　「花が咲けば種子がで
きでる」「種子ができれ
ば花が咲いたはずだ」「植
物は栄養を球根にため込
む」などの自然科学の学
習に役立つヒントがカタ
クリの中にもある。
②あらゆる植物は、花を咲かせ、種子
をつくり、子孫を残す
　左の写真はショウジョウバカマの花
と実である。
　左中はヒメシャガの花と実（子房）
　左下はヤブカンゾウの花と実（子房）
　このように自然の営みが朴木山の散
策を通して観察できる。
　すべてのものの観察は不可能である
が、散策の中で目を引くものが学生に
刺激を与え、自然の中の営みを実感で
きる環境にある。
　草花草木だけが観察
の対象なのだろうか。
　そんなことはない。
樹木だって花を咲か
せ、種子がなることの
観察は可能である。
　一方で観察だけから
学ぶということはほとんど不可能である。
なんでも実体験だけで解決するものではな
い。大切なことは「この木にだって花が咲
くはずだ」とか「実を発見したら、実がで
きたということは、花が咲いたはずだ。ど
んな花が咲いたのだろうか」「花らしきも
のが咲いてる、では、実はどんなものがで
きるのだろうか」と考えることができることが重要になる。そこで初めて調べるという行
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為が生み出される。
　左の写真は、クリのおしべめしべである。
大量におしべができるが、その根元にすでに
イガグリの赤ちゃんができている。これが
我々が秋の味覚として人気のあるクリの成長
過程の一部である。こんな発見もある。
　下の写真はタニウツギの花と実である。
　このような観察はホウノキでも可能であ
る。「こうなっているはずだ」という予測を
もとに観察する力を学生に構築することが求
められる。
　さらに学生が調
べることで実際に
観察で難しいもの
を知ることができ
る。個別的な知識
の大切さはここに
ある。個別を知り、
その積み重ねで一
般則を身につけら
れることが可能に
なる。
　朴木山の魅力は
散策を通して自然
の中での個別的体験から一般則を構築できることにある。やがて幼稚園や小学校の教員と
して活躍する学生にとって、朴木山の実体験は彼らが現場で生かされるものとして何を学
び、何を子どもに学ばせるのかを自らが考える基礎となるであろう。朴木山は、一般から
個別へ、個別から一般へという学習過程を学ぶ、よりよい環境にあると言えるだろう。
６　学生が感じたこと・学んだこと・学生から学んだこと
①朴木山の木々を調べることは、調べることへの興味、感心・意欲を引き出している。彼
らの学習体験では樹木について学習する機会はほとんどなかったようだ。特にサクラのよ
うな扱いをされる木々はあまりないようだ。モミジという木があると思い込んでいた学生
は、カエデという多様な種類があることに驚いている。子どもの頃にモミジで遊ぶ体験（種
子を飛ばす）はあるが、それが種子であることを意識していたわけではない。さらに花が
咲くという考えもなかったようだ。問われても確信を持って花が咲くという答えは出ない。
多種類の木々を具体的に観察して種類の多さに驚き、活動そのものが学生に意欲を引き出
し体験する楽しさを感じ、学ぶことの面白さを実感している。
②一般則ではなく個別の面白さに目を向ける学生たち
　ある意味で教育では自然科学のルールを学んでいくことが大切になる。しかし、一般則
でルールを確信的に個別に適応させる力が育っているとかといえば否である。
　個別の学習につながる一般則に学習が重要であることは周知のことである。一般から個
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別へ、個別から一般への学習の流れが重要だということは誰も否定しないだろう。朴木山
の関連の活動でこの流れが学習自ら捉えている姿が見られる。これが朴木山の活動の魅力
なのだろう。樹木を利用したオリエンテーリングは、彼らの活動を通して多様性の可能性
を見いだしている。自分らの活動を通して将来に向けた体験として捉える姿がある。
　子どもたちを対象とした活動の場合について ･･･「子どもたちを対象として、こんかい
のような活動を行う際に、気を付けておくべき点が３つある。１つに活動の事前準備として、
あらかじめルートを確認し，危険な場所がないかをするということです。自由な遊びの中
にこそ，危険は多いと思います。－略ー２つめにコースの選定についてです。教師自身でコー
スを指定するのではなく、子どもたち自身で自分の体力と相談しながらグループで話し合
いでルートを選択すること。自己判断にゆだねる機会を設ける事が必要でないかと感じま
す。３つめに、活動後の振り返りのしかたです。得点を競い合って楽しかったでは遊びの
一環として終わります。振り返り、まとめ方の創意工夫がこの活動の質を高めるのではな
いかと思います。」
　今回、この活動をやってみて私たちを意欲的に活動させるたくさんの工夫があったと感
じた。制限時間を設けることによって、その時間内は集中して活動することができたし、
問題を解いて歩きながらたくさんの植物と触れ合うこともできる。また、加点ポイントや
最後にご褒美があることによってみんなで協力して行動しようとする気持ちが自然と生ま
れると思った。このことから、活動は大学生だけでなく、小・中・高校生にも幅広く応用
可能であると考える。また、機会があればやりたい。
　私たちの班が見つけた加点ポイントの
植物はイワウチワ（薄紫色の花。名前は
葉の形状が団扇ににた形状のため）と
ショウジョウバカマ（淡い紫色、ムラサ
キ色、白などが見られるのは生育場所に
よるもの。真苗の由来は葉の重なりが袴
に似ているため）
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③樹木だけではない魅了を発見する姿もある。動物の痕跡である。活動の幅の広さを感じ
させるものである。
　実際 2 年近くの朴木山の観察から動物との出会いも少なくない。（写真はニホンカモシ
カ）サシバ（中腹に巣がある）、シマヘビ、イノ
シシの糞、ヒメギフチョウ、ゾウムシ、蟬の脱殻、
ミヤマクワガタ、マツモムシ等が生息している姿
などにであるのが朴木山でもある。
　散策を通して樹木だけではなく、多様な植物、
季節に見られる野草との出会い、動物との出会い
が朴木山の魅力である。
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④朴木山の活動に別な視点から魅力を感じている学生もいる。活動することでコミュニ
ケーションの場というとらえ方である。
　同じ活動を通しても学生は多様な感想を持つ。ある意味では学生の個性が出てくるのだ
ろう。その中で共に学ぶべき教員として彼らの感性に感服するだけである。このような多
様な視点を出せるのも朴木山の魅力なのかもしれない。
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７　朴木山の教材開発の可能性
　朴木山の良さは、里山であることが最もよき環境である。季節によって変化する植物の
移り変わりを散策を通して体験できる。
　観察学習は、1 度だけ出かけていく
ことではなく、自然の変化を複数回散
策することで多様な自然の移り変わり
を目にすることができる。
　このような中で学生が何を目にし
て、何を感じるかをコミュニケーショ
ンを通して把握していくことが重要に
なる。
　指導者側の意図だけで動かない学生
の状態を知ることで、共に学べること
が多い。
　2 年間で得られたことは多くはない
が、継続しながら朴木山の魅力を学生
の感想などから積み重ねて行くことが
重要になる。
自然科学の魅力は、実体験を通して構
築される。実体験の中で将来家庭を持
つであろう学生、将来教員として働く
もの、一般社会人として生活する学
生もいるだろう。人が豊かな生活者
となるためにも学生時代に豊かな体
験を提供できる環境が朴木山にあ
る。
参考資料 ･･･ 朴木山新聞（学生の作
品）
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